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本学が商学部（商学科，経済学科），人文学
部（人間科学科，英語英米文学科），法学部法
律学科の３学部体制になった後に出された
1987年の「学園将来計画に関する答申」によ
り情報系学部の開設案が浮上しました．
この年の５月に私が常務理事になり，翌年
４月に田中一先生が本学に赴任されていま
す．
田中先生を中心に検討を重ね，情報学と社
会学を結び付けた「社会情報学部」で申請出
来るかどうかが課題になりました．この学部
は日本にはまだありません．そのため前もっ
て文部省と相談する必要があります．学部申
請の窓口は企画課と行政課です．田中先生の
お力で企画課の企画官と会うことが出来，意
見の交換が行われました．
その間にも東京のある私立大学が「社会情
報学部」で新設を目指したが断念したとの情
報を得て，話を聞きに行きました．理由は大
学の実績不足にあって，社会情報学部が問題
になった訳ではないことがわかりました．
1988年11月の全学教授会で「商学部商学
科定員300名を200名に，経済学科定員225
名を200名の経済学部に，社会情報学部定員
150名」とする提案があり，決定されました．
1975年に成立した私立学校振興法により
私立大学に経常費補助金が交付されるように
なり，その後の大学の新増設の審査は厳しく
なりました．社会情報学部は２年審査となり，
経済学部は学科から学部への改組転換である
ことから１年審査となりました．それにして
も一度に２学部申請は大変なことです．
全学教授会の決定を受け学内に新学部の設
置準備委員会を立ち上げました．メンバーは
学部長予定者，教務委員長，関係教員，常務
理事，事務局長で担当事務は企画調査室でし
た．
申請までは何度となく文部省に足を運びま
した．企画課は学部の設置趣旨，カリキュラ
ム，教員構成，研究条件など教育，研究に関
すること，行政課は財務，教室，研究室，設
備関係などを担当しています．
田中先生が大変な苦労をされて，情報学と
社会学とを結び付けて全体を統一するカリ
キュラムをまとまられました．くわしいこと
は田中先生の巻頭言や他の皆さんのところで
述べられるようですのでここでは触れませ
ん．
また，申請の条件の一つに，例の経常費補
助金の問題がらみで学生の定員超過率が1.3
倍以内というのがあります．本学では人文学
部だけが1998年以前から超過率が高く，なん
とか是正しようと努力してはきました．しか
し人間科学科が定員100名，英語英米文学科
が50名と数がとても小さく，入試判定時の
ちょっとした手違いで大きく狂うことが多い
のです．1988年に1.4倍だったのが1989年
には1.2倍となり，ほっとしたのもつかの間，
1990年には1.6倍と大幅に超過してしまい
ました．窓口では，今後は必ず1.3倍以内に
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しますと約束し，申請時には是正計画書を提
出しています．
窓口へ行く時は前もって「相談書」に必要
事項を記して提出します．その中に入学定員
の欄があり最初のうちは150名と記入してい
ましたが，ふと不吉なことが頭をよぎりまし
た．それは以前，法学部の申請時に当時の事
務局長が一人で窓口に出向いて，新増設，定
員増の抑制政策に基づき定員200名を50名
減の150名に削減の要請を受け，押しつけら
れて戻ってきました．その後粘り強く交渉し
て元の200名に戻したことがありました．そ
れ以降，申請に関する相談は必ず複数で行く
ことになりました．そこで相談書には150名
ではなく200名と記入し，最悪でも150名は
守ろうとしました．「150名でなかったの？」
と聞かれたら「間違えました」と謝るつもり
でしたが何も言われなかったので，全学教授
会に諮って定員を200名に変更して申請する
ことにしました．定員が50名増えても設置基
準上の専門教員数は変わらず，一般教育の教
員が１名増で済みました．
申請書作成の業務は企画準備室を中心に総
務，財務，施設，教務の職員で行いました．
東京での作業の多くは湯島のガーデンパレス
で行い，文部省に通いながら文書を作り上げ
ました．しかしこの年の７月は各大学がこ
ぞって申請するため，ガーデンパレスが混み
合って宿泊することが出来ませんでした．当
時はノートパソコンが無い時代でデスクトッ
プパソコンや印刷機を持ち込ませてくれるホ
テルが見つからなく，窮余の一策でホテル
オークラに泊まることになりました．ホテル
で昼食をとった時，あまりの値段の高さに驚
き，夜は外へ出て大衆食堂に入りました．ワ
イワイガヤガヤ食べていると，店員が聞きつ
けて「どこへ泊っているの」と聞くので「ホ
テルオークラ」と答えると，冗談でしょうと
いった顔をしました．そこでホテルのキーを
見せるとびっくりしていました．
７月28日に企画課，29日に行政課で申請
書が受理されました．
申請後は文部省から申請書の中身や不備に
ついて質問がきました．電話や郵送で済む場
合もありますが出来るだけ窓口に出向いて説
明や書類の差し替えをしました．そうするこ
とで窓口とも顔なじみとなり，何かと助けら
れることも多々ありました．新学部の設置は
設置審議会が審査し，文部大臣に答申し，そ
の後認可されます．その間審議会とのやりと
りは本学に代わって窓口がやってくれます．
ですからこちらの意図することを分かりやす
く，はっきりと説明することが大事なのです．
1990年１月10日文部省から継続審査に
なったむね連絡が入りました．１年目の審査
にパスしたのです．
前年と同様，窓口といろいろやり取りをし
ながら二度目の書類作成に入ります．
審査の一つに設置経費が充分あるかが問題
になります．新学部を設置しても，今後大学
が財務上しっかり運営していけるかどうかと
いうことです．つまり大学の体力の有無が問
われます．当時本学は，経常収支は黒字でし
たが借入金は経常収支とほぼ同額でした．私
たちの計算ではぎりぎりセーフと考えていま
したが，何かあったら困ると思い不動産鑑定
士に依頼し建物の鑑定を新たにしてもらいま
した．その結果，申請時に記載した金額より
上回ることになりました．
ところが行政課の若い係官から，第２体育
館の体育センターにある講師室は研究室と認
めない．建物の廊下は教育，研究設備とは認
められないから設置経費から除くと言われて
あわてました．廊下を通らなければ教室や研
究室に入れないのに，無茶苦茶な話です．そ
の時別室で，上司の専門官が「何か他に出せ
るものは無いか」と助け船を出してくれまし
た．「資産の再評価書があります」と答えると
「それを出しなさい」と言われました．実は，
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その時持参していたのですが，すぐ出すのは
どうかと思い「飛行機ですぐ取り寄せます」
と返事し，翌日提出しこの件を乗り切りまし
た．
６月下旬，前年と同様東京のホテルで２週
間事務局の職員と共に最終の書類を作成し，
企画課，行政課に提出しました．
教員審査が行われました．審査も年々厳し
くなりました．本学の紀要だけとか自費出版
だけでは審査に通らないこともままあるから
です．当然のことながら担当科目に適合する
論文が無い時も駄目です．審査対象になるの
は社会情報学部，経済学部，一般教育担当の
教員で，設置基準上半数は教授でなければな
りません．審査発表の当日，生物学系の先生
が担当不可の判定を受けたのにはびっくりし
ました．そのうち一人の先生は十分な業績も
あり，以前の学部新設時には教授可の判定を
受けていたからです．この時の審査員は他大
学の教員にも大量に不可の判定を出したこと
で，文部省もあわてていましたが判定を変え
ることは出来ず再審を受けることになりまし
た．新たに業績を追加して業績表を提出しな
ければなりません．今までの業績を全て出し
てありますから追加するものは有りません．
そこで論文や著書を内容によって再分類し
て，順序を変えて提出しました．再審査では
無事教授可の判定を受けました．
実地検証時のヒアリングで委員の一人から
「今後，18歳人口が減少するから10年後には
社会情報学部も改めて考え直すことも必要で
はないか」との発言が印象的でした．
文部省で行われた設置審議会のヒアリング
では委員の一人（国立大学の学長）から「理
科系教員が少々不足しているから増員しては
どうか」と言われました．私たちはぎりぎり
のところで申請しているのですから困ったな
と思いました．すると議長の会長（私立大学
の常務理事）が手元の書類を見ながら「林常
務は数学の先生ですね」と言われ，すかさず
「はい，私が責任を持って対処いたします」と
返事をしてこの話題は終わりました．会長の
発言で助けられたのです．人を採用しなくと
も何らかの処置を講じて後日書類を提出すれ
ばよいからです．行政からは，係長が「法学
部設置後の約束が守られていない」と言われ
ました．事務局長が「その点に関してはすで
に文部省に書類で提出してあります」と返答
しました．すると同席していた上司の課長が
書庫へ探しに行ったのですが，当時の書類が
見当たらなく，出した，出さない，の議論が
続きましたが，委員から「後ほど事務的に詰
めなさい」と言われ，この件は先送りとなり
次の議事に移りましたが，何となく後味の悪
い結末でした．後日，以前提出した書類を持
参すると課長はすぐ納得してくれました．
後は結果を待つばかりです．
1990年12月21日，社会情報学部，経済学
部が認可されました．
話は変わりますが，この申請中に本学の法
人名の変更を文部省に願い出ました．「札幌商
科大学」と「札幌短期大学」の２校があった
ため，それまでは法人名を「明和学園」とし
ていたのです．教職員が中心となって財政再
建に取り組んだこともあり，「明和体制」と呼
ばれていたこともあって学内にはこの名称に
愛着を持っている人もいました．
理事会で「札幌学院大学」を法人名とする
ことが決まりました．文部省との話し合いは
簡単だと思っていましたが，どういう訳か結
構難航しまたが，1990年12月にこれも認め
られました．これまで文部省の控室で呼び出
しを受ける時，今までは「明和学園さん」と
声がかかったものです．控室の他の大学から
「お宅はどちらの大学ですか」と聞かれること
もしばしばでした．これ以降は「札幌学院大
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学さん」と呼ばれて，ちょっとだけ嬉しかっ
たのを覚えています．
私が長期出張している間は，故人となられ
た小泉良夫常務理事（商学部教授）が留守を
守り，忙しいなか申請に間に合うよう情報学
と社会学を結び付ける社会組織論に関わる論
文を執筆していただきました．
この文を書くに当たって，申請時の設置準
備委員会の議事録で確かめたい事があって大
学を訪ねました．ところが議事録は，50周年
記念誌発刊後廃棄されたらしいのです．「モノ
ヅクリ」は途中の経過が大切で，失敗や困難
に当たってどう対処したか，後々役に立つこ
とがあるのです．少々残念でした．そこで記
憶のあやふやなところを当時申請業務に携
わった阿部清昭元事務局長と飛田哲也職員に
いろいろとお聞きしました．東京での作業中
や文部省の玄関前での写真はとても懐かしく
思いました．お礼申し上げます．
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